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分担研究報告書 

 

がん医療情報提供・相談支援に関わる地域差と地域ニーズの検討 

 

研究分担者  調  憲   群馬大学大学院肝胆膵外科・教授  

 

研究要旨 

本研究の目的はがん患者への情報提供・相談支援体制を効率化するために不可欠な人材の

育成を通じて、相談支援・情報提供体制の在り方を考え療養を含めた地域情報づくりモデ

ル等を提案することである。我々はがん医療ネットワークナビゲーター（以下、がんナビ

と略す）養成プロジェクト（H26-がん政策-一般-007）で当初福岡、群馬、熊本 3県のモデ

ル事業で養成されたがんナビを 14県の重点地域まで広げ、がんナビ 374 名、シニアナビ 79

名まで調剤薬局の薬剤師を中心に増加した。一方、がんの情報提供・相談支援に関する地

域のニーズを明らかにするために平成 30年度にはがん診療連携拠点病院の相談支援センタ

ー/地域統括相談支援センター/医療・ケアネットワーク等を対象としてアンケート調査を

行った。居住介護支援事業所・ケアセンターにおいても多彩なニーズがあり、特に地方に

おいてはがん患者やその家族はがん治療に関する情報はもちろんのこと介護や療養に関す

る情報提供を行う人材が望まれていることが明らかになった。このような市井の人材を養

成することで、がん患者やその家族へ適切な情報を提供できる体制を構築していく。 

1) 生活圏で異なる多様なニーズに対応し、求められるものへと正確につなぐ＜地域完結型

情報提供・相談支援体制＞の確立を目指す。その前提として必要とされる「がんの情報提

供や相談支援に関する地域のニーズや問題点」を明らかにする。とくに群馬県は少子高齢

化の進んだ過疎地域を抱えており、その地域事情にそくしたがん医療に関する情報の提供

体制を構築する必要がある。 

2) 地域の情報提供・相談支援体制とこれを補強する人材養成プログラムとを検証し、地域

ニーズの抽出に基づく相談支援・情報提供体制の在り方、これを効率化する人材の育成と

介入モデル、介護・療養を含めた地域情報提供モデル等を提案する。 

Ａ．研究目的 

1) 生活圏で異なる多様なニーズに対応し、

求められるものへと正確につなぐ＜地域完

結型情報提供・相談支援体制＞の確立を目

指す。その前提として必要とされる「がん

の情報提供や相談支援に関する地域のニー

ズや問題点」を明らかにする。とくに群馬

県は少子高齢化の進んだ過疎地域を抱えて

おり、その地域事情にそくしたがん医療に

関する情報の提供体制を構築する必要があ

る。 

2) 地域の情報提供・相談支援体制とこれを

補強する人材養成プログラムとを検証し、

地域ニーズの抽出に基づく相談支援・情報
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提供体制の在り方、これを効率化する人材

の育成と介入モデル、介護・療養を含めた

地域情報提供モデル等を提案する。 

が作りを模索し、さらに養成したがんナビ

の活躍の場を提供できる体制を構築する。 

 

（倫理面への配慮） 

本研究では介入試験は行わないが、モデ

ル事業における評価は疫学研究の対象にな

ると考えられ、「人を対象とする医学系研

究に関する倫理指針」を遵守してこれを行

う。 

 

Ｃ．研究結果 

1) 頻回の会議やメール審議の議論に参加

し、アンケート調査を完成した。群馬県に

おける病院・診療所・地域統括センター・

訪問看護ステーション・居宅介護事業所・

訪問看護事業所・訪問介護事業所・保険著

剤薬局・市町村の窓口・保健所・公共図書

館・患者会などのリストアップを行った。

群馬県 298 施設へアンケートを送付した。

その結果、121 施設から回答を得た（回収

率 40.6％）。 

回答の属性として、群馬県では居住介護

支援事業所・ケアセンターが 36.4%と最も

多く、次いでがん診療連携拠点病院で 12.4%

であった。 

居住介護支援事業所・ケアセンターが相

談支援や情報提供の実施においてニーズを

感じている項目として、ホスピス・緩和ケ

ア、不安・精神的苦痛、コミュニケーショ

ン、グリーフケアに関するものが多かった。 

一方、拠点病院からは治療、検査、症状、

セカンドオピニオン、紹介、在宅、緩和、

社会保障制度、不安や精神的苦痛、患者会

情報、グリーフケアなど幅広いニーズがす

るという回答がえられた。 

 群馬県におけるがん情報提供・相談支援に

関わるがんナビの育成とフォローを行った。

現在、群馬県で資格をとったがんナビのメ

ンバーとメールで連絡しあえる体制をつく

った。 

3)がんナビの制度委員長としてがんナビの

全国普及のために連絡を行った。 

 この間、福岡、群馬、熊本の 3県のモデ

ル事業から全国 14都道府県の重点地域に

がんナビ認定事業は拡大した。 

 さらにがんナビ制度を e-learning 修了

によって認定されるナビとコミュニケーシ

ョンスキル・セミナー受講、主にがん診療

連携拠点病院への実地見学修了後に認定さ

れるシニアナビの二段階認定方式を導入し

た。その結果、がんナビ 374 名、シニアナ

ビ 79名まで増加している。特に最近調剤薬

局の薬剤師の認定が増加している。 

癌治療学会におけるがんナビ養成のため

の多くの会議に出席し、意見を述べた。 

 

Ｄ．考察 

 本研究の背景には、がん対策推進基本計

画の重要施策の一つである「がんに関する

相談支援と情報提供」は、がん相談支援セ

ンターの低い認知度、施設間や地域間格差

などにより十分に機能していないとされる

状況がある。現在のがん診療連携拠点病院

における情報提供・相談支援に関わる人員

配置の現実は年々高まる多彩なニーズに対

応するには不十分であり、がん拠点病院か

らの周知活動にも限界がある。さらに群馬

県などでは少子高齢化のすすんだ過疎地域

ではがん患者の高齢化や独居など、特有の
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問題を抱えているものと考えられる。がん

拠点病院からの物理的な距離のみならず、

独居の高齢者や介護を要する高齢がん患者

が適切な情報を得て、適切な福祉を享受す

ることは容易ではない。しかしながら、そ

のような実態を明らかにする調査は行われ

ていなかった。今回のアンケート調査は病

院・診療所・地域統括センター・訪問看護

ステーション・居宅介護事業所・訪問看護

事業所・訪問介護事業所・保険著剤薬局・

市町村の窓口・保健所・公共図書館・患者

会などがん診療に関わる可能性のある施設

に幅広く行われた。 

 その結果、群馬県では居住介護支援事業

所・ケアセンターからの回答が多く、この

割合は全体や他の都道府県に比べても際立

って高いものであった。 

 前述のごとく、がん患者の高齢化や独居

などの問題を抱える群馬県では、居住介護

支援事業所・ケアセンターなどが、対応し

ている可能性がある。さらにその情報提供

のニーズの解析からがん患者の看取りの時

期の支援のニーズが感じられる。 

 居住介護支援事業所・ケアセンターはが

ん患者に特化した施設ではなく、がん患者

は通常の要介護の患者の中で介護を受けて

いるもの推察される。したがって、今後が

ん診療連携拠点病院をはじめとした癌治療

を行っている病院施設と居住介護支援事業

所・ケアセンターなどとの連携が十分に行

われているかを検証する必要がある。 

適切ながんに関する情報を入手すること

を円滑に行うためには、市井にあってがん

の情報提供や相談支援への手助けができる

人材の育成が急務であり、この点に本研究

の最大の意義がある。そのための活動は、

地域間の大きな実情の差を考慮しながらも、

全国展開をしていかなければならない。が

んナビ 374 名、シニアナビは 79 名まで増加

した。特に最近調剤薬局の薬剤師の認定が

増加している。調剤薬局の薬剤師はがん患

者に対面で接する機会も多く、潜在的なニ

ーズを拾い上げることができる可能性があ

る。 

 がんの情報を適切に提供する上で、それ

ぞれの地域に根差した活動が必要なことは

論を待たない。群馬県のアンケートによっ

て、群馬県におけるがんの情報がどこで求

められているのか、さらに連携を強化すべ

きところが明らかになってきた。 

 群馬県で育成したがんナビが群馬県で意

義ある連携の活動ができるようさらに活動

をすすめる予定である。 

 

Ｅ．結論 

本研究の目的を達するためには、まずが

んナビを全国へ展開すること、そしてがん

診療連携拠点病院との密接な連携が必要

である。現在、全国展開は現実のものとな

ってきた。さらに今回のアンケート調査に

よって、群馬県におけるがん情報のニーズ

が明らかになってきた。地道な作業であっ

ても、がん対策推進基本計画の達成のため

には、本研究のような活動は継続していく

必要があると考える。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 

 

Ｇ．研究発表 

I 著書   

 なし 
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